
再評価結果（令和３年度事業継続箇所）

担 当 課：国道・技術課

担当課長名：前佛 和秀

事業名 地域高規格道路 北 条湯原道路 事業 事業
ほうじようゆ ば ら

一般国道３１３号 北 条倉吉道路（延伸） 区分 一般国道 主体 鳥取県
ほうじようくらよし

起終点 自:鳥取県東伯郡北栄町弓原 至：鳥取県東伯郡北栄町弓原 延長 ０．４km
とつとり とうはく ほくえい ゆみはら とつとり とうはく ほくえい ゆみはら

事業概要

北条湯原道路は、鳥取県中部地方生活圏と岡山県真庭地方生活圏を相互に連結し、山陰道や中国横断自

動車道岡山米子線（米子自動車道）と一体となって広域的な道路ネットワークを形成し、連携強化を図る

延長約50㎞の地域高規格道路である。北条倉吉道路（延伸）は、高規格道路「山陰道」及び地域高規格道

「北条湯原道路（一般国道３１３号）」の自動車専用道路相互を完全立体交差型のジャンクションで接続

する延長0.4㎞の道路である。

Ｈ２９年度事業化 Ｈ２８年度都市計画決定 Ｒ２年度用地着手 Ｒ元年度工事着手

全体事業費 約８５億円 事業進捗率 約１６％ 供用済延長 ― km

計画交通量 15,500台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年

分析結果 (事業全体) １．１ 62/72億円 79/79億円 令和２年

事 業 費：61.5/71億円 走行時間短縮便益：58/ 58億円

(残事業) １．３ 維持管理費：0.53/0.53億円 走行経費減少便益：12.6/ 12.6億円

交通事故減少便益： 8.6/ 8.6億円

感度分析の結果

（事業全体）交通量 ：B/C=1.1～1.1(交通量 ±10%) （残事業）交通量 ：B/C=1.3～1.3 (交通量 ±10%)

事業費 ：B/C=1.0～1.2(事業費 ±10%) 事業費 ：B/C=1.2～1.4 (事業費 ±10%)

事業期間：B/C=1.0～1.2(事業期間±20%) 事業期間：B/C=1.2～1.4 (事業期間±20%)

事業の効果等

・完全立体交差型のジャンクションとするため停止の必要が無く、円滑な道路サービスを提供できる。ま

た、交通が平面交差しないため事故減少の効果がある。

・ジャンクションが整備され山陰道と共に高速道路ネットワークが形成されれば、企業誘致や観光プロモ

ーションなどに効果があり、雇用の拡大、観光交流など産業や観光の振興に寄与する。

関係する地方公共団体等の意見

山陰道「北条道路」の開通時期が公表されたことから、山陰道「北条道路」と地域高規格道路「北条湯

原道路」を連結する当事業においても、山陰道「北条道路」と一体的な開通を目指した早期整備の期待が

高まっている。

事業評価監視委員会の意見

本事業については、事業費の増額や最新の将来交通量の推計結果等を踏まえた費用便益比の再算定につ

いて検証を行った。また、審議にあたっては、利便性、風の影響、環境配慮対策等について現地で確認し

た。更に産業振興・地域活性化など費用便益比のみでは表せない定性的効果についてもあわせて検証し、

審議した結果、継続が妥当と判断した。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

・山陰道「北条道路」が令和８年度開通予定（令和元年１２月に開通時期公表）。

・山陰道「鳥取西道路」が令和元年５月供用開始。

事業の進捗状況、残事業の内容等

用地取得率約０％、事業進捗率約１６％

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

引き続き早期供用に向けて事業を推進する。

施設の構造や工法の変更等

再生資材の使用や、盛土材料を可能な限り他事業残土を使用しており、今後もコスト縮減を図りつつ事

業を推進していく。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

事業の必要性、重要性は変化なく、費用対効果の投資効果も確保されているため。



事業概要図

※総事業費は国事業費分を含んでおり、県事業費分は約５９億円となる。

※ 総費用、総便益とその内訳はジャンクション全体（国施工分含む）を対象とし、各年次の価額を割引率

を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。
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